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    ｢掬 う｣

手のひらと掬う器

解

説

相田 満
久保正敏

喉の渇き を覚 え た時 、眼 前 に清 水 が あれ ば、

私たちはつ い両 手 を合 わせ て水 を掬 お うとす る。

「掬」とい う字 は,｢米｣を｢包 構 え｣で 囲ん

で手偏を加え、手のひらを丸めて米や水をす く

う姿 を表す 。 この よ うに手 の ひ らは、水 の器 の

原 初 の姿 なのだ。 人 はそ の後、 さま ざまな器 を

作 り出 して きた。 手元 の器 は手 の ひ らの代用 で

あ り、 それ に柄 をつ けた ものが柄 杓 や杓 子 に対

応 す るのだ ろ う。 これ らに動植物 素材 を用 いる

素朴 で小 さな ものが多 いの も、 手の ひ らの水量

に見合 う代用 の器 が まず作 られ たた めだ ろ うか、

そ の後 も器が発 達 して きた背 景 に は、利便 性 も

さる こ となが ら、 身体 や感 覚器官 を代 用 す る道

具 や メデ ィア を作 り出す こ とが文 明 だ と考 え ら

れ て きたか らか も知れ ない 。

 その一 方で 中国 に は、道具 を使 って水 を飲 む
           さか

行為 を、作 為 的 な人 間の賢 しら と考 え、何 も使

わ ない、何 も しない とい う、無為 自然 を尊 ぶ道

教 的な考 え方 もあ った。 た とえば、 中国古代 の
                  きよゆう
三皇五 帝 時代 の人 と伝 わる、伝 説 の 隠者、 許 由

の話 があ る。

 許 由 はいつ も盃 や器 を使 わない で、水 を手で

す くって飲 んでい た。 それ を見 た人が 、 ヒ ョウ

タンを一 つ贈 った。 許 由は ヒ ョウ タン を使 って

水 を飲 み 、飲 み終 わ る と木 の上 にそれ を掛 けて

おい た。風 が吹 くと ヒ ョウ タ ンはカ ラカ ラ と鳴

る。 それ を うる さ く思 った許 由 は、遂 に ヒ ョウ
              もうぎゅう      いっ

タ ンを捨 て て しま った とい う(『蒙 求 』 許由一
びょう

瓢、 『高士伝』)。

 ヒ ョウタ ンは、表 面の微 細 な穴 か ら水 分が 気

化す る ことに よ り、 中味 が冷 や され るので、 食

用 の他 に、 器 と して も古 くか ら使 わ れ て きた。

ヒ ョウ タ ンを捨 て去 った 許 由の行為 は、人 間文

明 を否 定す る意 味で も象徴 的 であ る。 許 由は帝

禿が 国を譲 る との 申 し出 に対 し、耳 が汚 れ た と

言っ て水 で洗 った故事 で も知 られ 、権力 を汚 ら

わ しい もの とす る、 その 高潔 さ は、 今 も語 り伝

え られ て いる。 もっ とも、 ヒ ョウタ ン とい う道

具 を使 用 して水 を飲 む こ とを拒 否 した許 由 も、

動物 の よ うに川面 に顔 を付 け て飲 む ことはせ ず、

｢手｣と い う｢道 具｣を 使 って はい たの だか ら、

そ こに人 間 と しての矜持 が現 れ てい る と もい え

る。

 とすれ ば、 身体 を直接 使 うとい う行 為 は、 自

然 や神 に近 づ く宗教 的 な場面 で は依然 と して重

要 な作 法 なの か も知 れ ない。 た とえば、洗礼 の
          しんれい           てきれい

場面で身体を水に浸す浸礼、手を濡らす滴礼、
         かんすいれい

頭に直接水をかける灌水礼や、同じように頭に
        かんじよう

水 をか け る仏教 の灌 頂 、 あ るい は神 域 に入 る

際の手水 の作法 な ど、聖 な る水 に よる浄化 は身

体 に直 接触 れ る ことか ら始 まる。 こう して み る

と、原初 の器 であ った手 の ひ らは また 、人為 を

越 え た領域 と身体 が 直接触 れ る ための水 の器 へ

と戻 って い くのだ。
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